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①   研究テーマ 蛍光撮影技術を生かした海洋生物イメージングとモニタリングへの応用 

② 
 

 

目
的 

多くの海洋生物が蛍光を発していることは良く知られている。例えば，サンゴ蛍光蛋白質はサンゴを白化から守るために紫外線防御の働

きをすることが示唆されている。しかし，海洋生物が発する蛍光には，どのような意味や役割があるのかと言った生理・生態学的な問題が数

多く残されている。我々は，海洋生物が発する蛍光を現場でイメージングし，対象とした海洋生物の状態(健康状態，環境，周囲の生物との

関係など)と蛍光との関連を明らかにすることで，蛍光イメージングが沿岸域海域から深海底に至る海洋生物の状態をモニタリングする有効

なツールになると考えている。 

本研究グループでは，我々が開発したサンゴ蛍光の現場撮影装置と多分野にわたる海洋生物研究とがどのように融合できるのか，不足

している技術や調査は何か，そのためには何をすべきか，について水族館等での蛍光撮影試験を通して分野横断型の議論が出来る場を

作りその可能性を探ることを目的とする。議論の結果から，新たな海洋生物モニタリングツールの基盤が構築できることが期待される。 
③ 

 
 

活
動
内
容 

・研究期間前半に，グループ構成員間で蛍光に関する既存の知見・技術から，海洋生物の蛍光現場イメージングで可能な調査研究およ

びモニタリング項目について分析を行う。会合は海洋研究開発機構で 1 回開催し，メール等での議論を中心とする。 

・会合の結果を踏まえて，新江の島水族館の水槽にて，現場蛍光イメージングを想定した撮影試験を行う。小型 ROV を用いて沿岸から深

海に対応できる撮影技術について模索する。 

・研究期間後半の会合にて，蛍光イメージングを用いた海洋生物モデリングの概略を策定し，実海域を想定した現場モニタリング試験を海

洋研究開発機構岸壁で実施する。上記の結果は，沿岸域学会で成果報告を行う。 

④ 
 

グ
ル
ー
プ
の
構
成 
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⑤  日程表 研究期間 

 

平成２５年 ６月～平成２６年 ６月 開催頻度 研究会 2～3 回/年 

水族館試験 1～2 回/年 

開催場所 

 

海洋研究開発機構 会議室 岸壁 

新江ノ島水族館 

※学会時に行われる自由集会等 

⑥  研究運営費 助成額           ２０万円 

 


